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〔目的〕
同種心臓移植手術は1967年最初の手術成功以来、多くの臨床例が報告されたが、この移植手術が治
療法として完成するには未だ解決すべき多くの課題が残されている。即ち移植手技はほど解決された
が、残された大きな課題は移植心臓の入手及びその保存と移植免疫の問題である。本研究においては
移植心臓入手の課題として屍体心臓の蘇生に着目した。脳死の定義が未だ明白でない現時点では移植
心臓は必ず一定の時間 anoxia を経過した後、移植に提供されると考えられるためである。即ち本研究
の目的は一定時間 anoxia を経過した心臓に対して各種の冠濯流を行ないその蘇生状態を比較検討し、
移植心臓として心機能が維持され収縮力の良好な心臓を得るにはいかなる方法がとられるべきかを解
明せんとするものである。
〔方法ならびに成績〕
1 ) 屍体心臓に行なう冠濯流方法
雑種成犬18頭を用い気管内挿管麻酔にて胸骨縦切開で心臓を露出する。この時点を心拍停止前の
対照値の測定時点とする。ヘパリン 3 mg/kg静注後、右心房より急速脱血を行なう。動脈圧が零を示
す時点を anoxia の始まりとし以後 1 時間心臓を常温に放置する。次に常温、全血を用いて人工心肺
装置により 2 時間の冠濯流を屍体心臓に行なう。
冠濯流方法として屍体心臓のみをとりだした摘出心臓としたもの( 1 群)、肺臓と心臓とを en bloc 
にとりだし心肺標本としたもの (II 群)、さらに屍体内 in si tu にある心臓としたもの(皿群)の 3 群
に分け、各群 6 頭について心蘇生状態を潅流中の血行動態、心収縮力、血液ガス動態、糖代謝の面
から比較検討した。
2 )成績
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anoxia 後濯流中の心電図てもはj同調律を示すものが I 群 1 例、 E 群 2 例、皿群 4 例にみられた。 潅
流中の血行動態:各群の平均冠濯流圧の経時的変化は少なく略一定に保たれており潅流120分の時点
で平均濯流圧は I 群67.5土3.4mmHg 、 E 群70.0土3.7mmHg、田群66. 7士 2.1mmHgであり各群の聞に有
意の差は認められなかった。冠血流量: 1 群、 E 群は濯流開始後、時間とともに冠血流量が減少す1
るに反して、匝群は60分以後には減少を示さず略一定となった。田群と I 群とのその平均値の聞に有意
の差が認められた (p く0.05 瀧流120分後 I 群33.0=l:3 .3m.e/min .100g 、固群71. 0士 13.9m.e/min ・
100g )。皿群と H 群 (37.2士 8.6m.e/min .100g )、 H 群と I 群との聞には有意の差は認められなかっ
た。冠血管抵抗: 1 群、 H 群は濯流時間とともに軽度上昇したが、田群は時間による変化は少なく
略一定の値を示した。 濯流120分後では I 群2.16士 o. 27mmHg min ・ 100g/m.e (以下単位省略)、 H群2.
51 土0.63、国群1.14土0.22であり、田群と他の 2 群との聞に差が認められた (p I.皿 <0.02 、 0.05<
Pu , m く 0.1 )。
心収縮力 対照値の max dp/dt は I 群1680士 164mmHg/sec (以下単位省略)、 E 群1850士 393、圃群
1429土 107で各群の聞に有意の差は認められなかった。濯流中の max dp/dt は I群274 士 50 、 E 群310
=l:::1l 0 、 E群849 土 55であり、皿群と他の 2 群との聞にその平均値に有意の差が認められた (p く O.
001 )。
血液ガス所見 冠濯流中の動脈血酸塩基平衡 (pH 、 PC02 、 BE) の平均値は 3 群の聞に有意の差は
認められなかったO 冠動静脈血酸素含量較差は田群が他の 2 群に比しゃ、高値を示した(濯流120分
後 I 群2.27=l:0 . 19m.e/dl 、 E 群2.46土 o .32m.e/dl 、皿群3.66=l:0 .57m.e/dl )。心筋酸素消費量は困群が
他の 2 群より高値を示しその平均値に有意の差が認められた (p く0.05 濯流120分後、 I 群o.78=l: 
o .09m.e/ min ・ 100g (以下単位省略)、 H 群0.84士0.15、田群2.33=l:0 .34) 。
冠潅流中の動脈血乳酸の変化は匝群が150mg/dl で、他の 2 群は90~100mg/dl を示し両者の聞に有
意の差が認められた (p <0.001) 。動脈血中焦性ぶどう酸の値は瀧流中軽度上昇傾向を示したが、 3
群の聞に有意の差は認められなかった(潅流120分後、 I 群13.08土 1.70mg/dl 、 E 群9.58士1.74mg/
d 、皿群9.73=l:0. 72mg/dl )。冠動静脈血乳酸較差は皿群が他の 2 群に比し高い値を示した (p く O.
05、濯流120分後、 I 群1.3 =l::: 0 .3mg/dl 、 E 群1.0 =l::: 0 .5mg/dl 、固群7.7士2.8mg/dl )。一方冠動静脈
血焦性ぶどう酸較差は 3 群の聞に有意の差は認められなかった(濯流120分後、 I 群ーし12士0.29mg
/dl 、 H 群ー1.07 =l::: 0 .38mg/dl 、田群-1.20土o.36mg/dl )。 潅流中の心筋過乳酸値は各群とも時間的
変動は殆んどなくその値は全て負であり、血群は他の 2 群に比し一層負に傾いた (p <0.05、濯流120
分後、 I 群-1.03士o .22mM/l 、 H 群-0.92=l:0 .16mM/l 、皿群-3.36土o.85mM/l )。
〔総括〕
雑種成犬18頭を用い常温 1 時間の anoxia の後、冠濯流を用いて心蘇生を試みた。 濯流法として摘出
心、心肺標本、屍体内 in situ に・ある心臓の 3 群各 6 頭に分け、その心蘇生状態を検討し以下の結果を
得た。
1 ) 体内 in situ にある屍体心臓の蘇生後の血行動態は他の 2 群に比して良好なる心電図所見と、
より多い冠血流量とより低い冠血管抵抗を示した。また心収縮力においても他の 2 群より良好な成績
が認められた。摘出心と心肺標本との蘇生群の聞には差は認められなかった。
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2 ) 体内 in situ にある屍体心臓の心蘇生群は他の 2 群に比しでより多い心筋酸素消費量を示し
た。しかし摘出心、心肺標本を用いた心蘇生群の聞にはその差は認められなかった。
3 ) 体内 in situ にある屍体心臓の心蘇生群は他の 2 群より心筋乳酸摂取を多く認めたが:創生ぶど
う酸はいづれの群にもその摂取が認められず、逆にこれを排出することが認められた。また心筋過乳
酸値はすべての群で負値を示した。
4 ) 以上の成績について考察を行なった結果、体内 in situ にある屍体心臓に冠濯流を行なうこと
が常温anoxia 1 時間後の心臓に対しては心臓を摘出した後、その蘇生をはかるよりもよい心蘇生が
得られうるとの結論を得た。
論文の審査結果の要旨
本研究は同種心臓移植に残された大きな課題である移植心臓の入手及び移植免疫の問題のうち、移
植心臓入手の課題として屍体心臓の蘇生に着目したものである。屍体心臓に対して各種の方法で冠潅
流を行ない移植心臓として心機能の良好な心臓を得るには、いかなる方法がとられるべきかの解明を
試みている。
雑種成犬18頭を用いて常温 1 時間の ancxia の後、摘出心、心肺標本、屍体内 in situ にある心臓の
3 群各 6 頭に分け、 2 時間の常温全血冠濯流を行ない、その心蘇生状態を検討して以下の結果を得て
いる。
1 ) 体内 in si tu にある屍体心臓の心蘇生群は他の 2 群に比して良好なる心電図所見と、より多い冠
血流量と、より低い冠血管抵抗を示した。また心収縮力においてもより良好な成績が認められた。
更に他の 2 群に比してより多い心筋酸素消費を示した。摘出心、心肺標本を用いた心蘇生群の聞に
は、その差は認められなかったO
2 ) 体内 in situ にある屍体心臓の心蘇生群は他の 2 群より心筋乳酸摂取を多く認めた。また心筋過
乳酸値はすべての群で負値を示した。
以上の成績は同種心臓移植に際して、移植心臓の入手と保存の方法に関して、多大の示唆を与える
ものである。
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